山本とみたか議会だよりNo3９号

　　　平成１５年１２月２１日発行　　（ 発行所・春日居町鎮目１４７７－２）　

 大変寒い季節になりました、皆様方にはお変わりありませんか。寒いなかでも、来年の豊作を目指してモモやブドウの剪定作業がさかんに行われています。懸案の鎮目公民館の跡地には、新しく「春日居しずめふれあいの家」が建設され、２５日には完成式典が予定されています。区民の皆様からも約８００万円のご寄付が寄せられ、建設費の一部として使用されます。この施設は介護予防拠点施設というもので、健康づくりが目的のものともいわれますが、公民館的に多目的に利用できます。来年１月１日からは、鎮目区の管理・運営になりますので、いろいろの面で利用できます。さっそく１月１０日には、区主催の敬老会が開催されることになりました。みんなで大いに使いましょう。

　さて、町の方では１２日から１８日まで、１２月定例議会が開かれました。金井町長からは、「ふれあいの家、施設管理条例」ほか、６町村合併により、どの町村の施設も同じ市民として、来年２月１日から利用できる条例や、補正予算など１１案件が提案されました。

補正予算の主なものは、春日居中学の耐震工事のための仮設校舎の建設費５８８０万円、合併準備費３７００万円など、１億４千７００万円が追加されました。

　金井町長の行政報告のなかでは「耐震対策のなかでは、小学校は工事が完成したが、中学については仮設校舎など建設し１６年度に施工する。保育所は東・西とも耐震工事不要の診断結果がでた。福祉会館も同様に工事不要だが、中央公民館は大規模補強が必要という結果になり検討しなければならない。２つの保育所は統合という結論が検討委からでたので、新市基本計画に盛る。給食棟は２月までに本設計し、１６年度に着工する。佐渡・相川町も３月１日に佐渡市となるので、２月７日に閉町式があり、町からも参加を招待されている」などが明らかにされました。

　また、新しい＜笛吹市＞での実現をめざす主要事業がまとまり、１０日までに６町村の合併協議会へ持ち込まれました。春日居町からも２８事業がまとめられました。このうち鎮目地区に関係するものは、平等川の宮前橋（神橋と鍛冶屋橋の間）の復元。担い手支援畑地事業として２億５千万円分の道路・水路の整備事業などが含まれています。

　地権者の全面的な協力で着工されているJR中央線沿いの５㍍道路も、２期工事が着々と進んでいます。これが完成すると、鎮目からも飯田民宿のところの踏切から、春日居町駅までつながります。小中学校への連絡道としても、役場への道としても大変便利になります。一日も早い完成が待たれます。西関東連絡道も来年の６月には、スポーツ広場のところから、甲府・櫻井町の英和学園までが開通します。鍛治屋橋まできた平等川の改修工事もようやく来年度からは鎮目地区分へとかかるようです。

　世の中はきびしさが増すばかりですが、道路や川の工事など鎮目地区には大きな予算が飛び込んで来ています。新しい介護施設を利用しながら、地区の発展策など皆で考えて行きましょう。では、良いお年を。

